
東北大、被災体験強みに

災害復興研究機構を創設
人
材
、
海
外
流
出
せ
ず課

題
解
決
型
に
転
換

建
物
復
旧

研
究
意
識

　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
国
内
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
研
究
・
教
育
機
関
で
あ
る
東
北
大

学
で
は
、
研
究
者
な
ど
人
材
流
出
は
起
こ
ら

ず
、
む
し
ろ
学
生
に
も
教
員
に
も
以
前
と
違

う
強
い
目
的
意
識
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
高
度

研
究
機
関
ゆ
え
総
額
８
０
０
億
円
も
の
装
置

や
建
物
が
失
わ
れ
て
、
補
正
予
算
と
２
０
１

２
年
度
予
算
で
対
応
策
の
完
了
を
待
つ
状
況

に
あ
る
。
建
て
替
え
に
か
か
る
３
年
の
間
、

一
部
は
プ
レ
ハ
ブ
研
究
室
と
な
る
も
の
の
、

震
災
体
験
を
反
転
の
武
器
と
す
る
地
に
足
の

着
い
た
研
究
の
意
欲
は
、
他
大
学
に
は
真
似

の
で
き
な
い
強
み
と
な
り
そ
う
だ
。

編
集
委
員
・
山
本
佳
世
子

工学系研究室のプレハブ建設の工事現場 ８月下旬 安藤東北大教授提供

　
「
災
害
復
興
新
生
研
究
機

構
の
創
設
な
ん
て
、
何
を
面

倒
な
こ
と
を
大
学
本
部
は
言

い
出
し
た
の
だ
と
い
う
雰
囲

気
が
、
震
災
直
後
の
教
員
の

間
に
は
あ
っ
た
」
。
内
山
勝

工
学
研
究
科
長
は
、
復
旧

で
頭
が
一
杯
だ
っ
た
現
場
の

状
況
を
こ
う
打
ち
明
け
る
。

　
こ
の
機
構
は
、
井
上
明
久

総
長
が
「
地
震
、
津
波
、
交

通
、
情
報
、
医
療
な
ど
す
べ

て
が
か
ら
む
人
間
社
会
の
新

し
い
科
学
技
術
を
、
理
工
、

医
、
農
、
人
文
社
会
な
ど
分

野
融
合
で
発
展
さ
せ
る
」
と

強
調
す
る
災
害
科
学
国
際
研

究
推
進
な
ど
、
７
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
な
る
。
教
員
の
間

で
も
研
究
室
仮
移
転
が
落
ち

着
い
た
後
に
は
、
被
害
に
対

す
る
科
学
的
な
疑
問
や
「
以

前
通
り
の
研
究
再
開
は
大
学

と
し
て
あ
る
べ
き
姿
で
は
な

い
」

内
山
研
究
科
長

と

の
思
い
が
湧
い
て
き
た
。
政

府
の
期
待
の
声
に
も
押
さ
れ

て
、
他
分
野
予
算
を
削
っ
て

も
復
興
に
貢
献
す
べ
き
だ

と
の
認
識
が
高
ま
っ
た
。

　
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
・
応

物
系
の
山
口
正
洋
教
授
は
、

震
災
体
験
が
研
究
者
と
し
て

の
新
た
な
意
識
を
決
め
た
と

強
調
す
る
。
真
っ
暗
で
心
細

か
っ
た
中
で
電
気
が
つ
き
、

暖
も
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

素
朴
な
喜
び
。
音
質
が
悪
く

使
用
時
間
が
短
く
て
も
、
と

に
か
く
携
帯
電
話
で
耳
に
で

き
た
大
切
な
人
の
声
―
。

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電

力
系
統
に
つ
な
ぐ
の
は
、
法

規
が
複
雑
で
手
を
出
し
に
く

い
、
な
ど
と
い
っ
て
い
た
が

今
は
違
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

通
信
、
こ
れ
こ
そ
我
々
が
や

る
べ
き
こ
と
だ
」

山
口
教

授

と
使
命
感
に
燃
え
て
い

る
。
東
北
大
の
多
く
の
研
究

者
は
も
は
や
、
学
術
的
興
味

だ
け
で
研
究
を
す
る
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
課
題
解
決
に

向
け
て
強
烈
な
意
識
を
持

つ
、
科
学
者
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
た
の
だ
か
ら
―
。

　
留
学
生
は
震
災
直
後
に
多

く
が
海
外
待
避
し
て
残
っ
た

の
は
推
定
２
割
、
し
か
し
現

在
は
正
規
学
生
の

％
が
戻

っ
て
い
る
。
外
国
人
教
職
員

も
直
後
は
４
割
に
な
っ
た
が

％
が
復
帰
し
た
。
大
学
に

と
っ
て
最
大
の
資
源
と
も
い

え
る
人
材
の
流
出
は
、
当
初

の
心
配
に
反
し
て
東
北
大
で

は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。

　
被
災
大
学
は
授
業
時
間
数

が
短
め
で
も
よ
い
と
さ
れ
る

が
、
本
来
通
り
の
１
科
目
の

授
業

回
を
減
ら
し
は
し
な

い
。
夏
休
み
は
わ
ず
か
１
週

間
、
し
っ
か
り
や
ろ
う
と
学

生
に
い
い
聞
か
せ
て
い
る
」

と
根
元
義
章
理
事

教
育
担

当
は
強
調
す
る
。学
生
ら
は

勉
学
に
対
し
元
に
戻
っ
た

以
上
の
気
持
ち
に
な
っ
て
い

る
。
避
難
所
の
手
伝
い
で
、

医
師
や
技
術
者
が
活
躍
す
る

の
に
僕
は
す
る
こ
と
が
な
く

て
悔
し
か
っ
た
。
も
っ
と
専

門
知
識
を
付
け
な
く
て
は

工
学
研
究
科
・
修
士
２
年

の
佐
藤
徳
之
さ
ん
、「
母
国

ネ
パ
ー
ル
も
冷
静
で
互
い
に

譲
り
合
う
日
本
社
会
の
よ
う

に
あ
る
べ
き
。
国
の
方
向
性

を
考
え
ら
れ
る
幅
広
い
力
を

身
に
付
け
た
い
」

同
ド
ゥ

ン
ガ
ナ
・
サ
ン
デ
ィ
ー
ブ
さ

ん
と
そ
れ
ぞ
れ
意
欲
的
だ
。

　
一
方
、
元
に
戻
っ
て
い
な

い
傷
跡
は
建
物
被
害
だ
。
研

究
機
器
の
損
害
３
５
２
億
円

は
今
年
度
の
第
１
次
補
正
予

算
で
復
旧
見
込
み
が
立
っ
た

が
、
建
物
の
損
害
４
４
８
億

円
は
第
３
次
補
正
予
算
待
ち

だ
。
「
既
存
建
物
の
耐
震
化

工
事
を
２
年
前
に
終
え
て
い

た
の
が
不
幸
中
の
幸
い
」

植
木
俊
哉
理
事

財
務
担

当

で
建
物
被
害
は
抑
え
ら

れ
た
。
し
か
し
、
工
学
部
が

あ
る
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
立
ち
入
り
禁
止
で
、
新

築
せ
ざ
る
を
得
な
い
建
物
が

数
棟
あ
る
。

　
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
・
応

物
系
１
号
館
で
は
、
建
物
が

つ
ぶ
れ
な
い
よ
う
仮
の
補
強

工
事
を
行
っ
た
。
窓
に
穴
を

開
け
て
利
用
で
き
そ
う
な
研

究
機
器
を
運
び
出
し
、
建
設

用
外
付
け
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

ク
レ
ー
ン
で
降
ろ
し
て
い

る
。
併
せ
て
、
学
内
空
き
ス

ペ
ー
ス
に
い
る
各
研
究
室

が
、
今
後
３
年
程
度
を
過
ご

す
プ
レ
ハ
ブ

７
棟
を
建
設

中
。
「

月

１
日
の
後
期

日
程
開
始
に

間
に
合
わ
せ

る
計
画
だ
」

と
安
藤
晃
教

授
は
説
明
す

る
。

　
震
災
前
以

上
と
な
っ
た

意
欲
と
復
旧

途
上
の
研
究

環
境
が
今
、

共
存
状
態
に

あ
る
。

　
【
佐
賀
】
佐
賀
大
学
農
学
部
の
北
垣
浩
志
准
教
授
ら
は
、
焼

酎
か
す
に
保
湿
成
分
「
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
」
が
大
豆
の
数
倍
含

ま
れ
る
こ
と
を
特
定
し
た
。
乾
燥
焼
酎
か
す
一

当
た
り
５

含
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
大
豆
の
数

倍
、
小
豆
の
十
数
倍
と
い
う
。
で
ん
ぷ
ん
質
を
糖
化
す
る
焼
酎

麹
菌
が
同
脂
質
の
高
含
有
に
作
用
し
て
い
る
。
北
垣
准
教
授

こ
う
じ

は
今
後
、
同
脂
質
の
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

焼酎かすに保湿成分大豆の数倍
１
当
た
り
５
�
含
有
佐
賀
大
が
特
定

食品などに利用期待「スフィンゴ脂質」

　
実
験
は
鳥
取
大
学
医
学
部
の

岡
崎
俊
朗
教
授
、
北
谷
和
之
助

教
と
の
共
同
研
究
。
主
に
焼
酎

製
造
に
使
わ
れ
る
「
白
麹
」
と

呼
ば
れ
る
カ
ビ
の
一
種
、
ア
ス

ペ
ル
ギ
ル
ス
カ
ワ
チ
菌
を
用
い

た
。
イ
モ
や
コ
メ
な
ど
の
原
料

に
関
係
な
く
、
菌
自
体
に
含
ま

れ
る
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
が
含
有

率
の
高
さ
に
影
響
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

　
他
機
関
の
研
究
で
日
本
酒
麹

菌
に
よ
る
作
用
も
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
焼
酎
麹
菌
と
は
遺
伝

的
に
異
な
る
微
生
物
と
い
う
。

　
ス
フ
ィ
ン
ゴ
脂
質
は
表
皮
の

水
分
蒸
発
を
防
ぐ
成
分
で
、
塗

布
で
も
経
口
摂
取
で
も
保
湿
効

果
が
あ
る
。
こ
の
た
め
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
や
乾
燥
肌
に
有
効
と

い
う
。
化
粧
品
に
配
合
さ
れ
、

高
精
製
度
品
は
１

約
２
０

０
０
円
と
高
額
。
す
で
に
コ
ン

ニ
ャ
ク
イ
モ
に
多
く
含
ま
れ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
食

品
残
さ
で
あ
る
焼
酎
か
す
利
用

に
よ
り
、
機
能
性
食
品
開
発
や

地
域
資
源
化
、
多
段
階
利
用
の

可
能
性
も
高
ま
る
。

　
熊
本
国
税
局
の
調
査
に
よ
る

と
、
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿

児
島
４
県
で
２
０
０
９
年
度
に

発
生
し
た
焼
酎
か
す
は
年
間
約

万

に
の
ぼ
る
。

年
度

比
で
は
１
・
７
倍
に
増
え
て
い

る
。

年
の
ロ
ン
ド
ン
条
約
発

効
で
海
洋
投
棄
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
現
在
の
家
畜
飼
料
や
メ

タ
ン
発
酵
で
の
利
用
よ
り
も
、

高
付
加
価
値
の
利
用
法
が
模
索

さ
れ
て
い
る
。

藤森さん

精
密
フ
ィ
ル
タ
ー
と
関
連
機
器
特
集

ダイワボウプログレス
　
ダ
イ
ワ
ボ
ウ
プ
ロ
グ
レ
ス
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
フ
ィ
ル
タ

ー
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
液
晶
や
電
子
部
品
、
食
品

分
野
へ
の
拡
販
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は
ポ
リ
プ
ロ

ピ
レ
ン
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
複
合
繊
維
を
用
い
た
「
セ
キ

ソ
ウ
を
中
心
に
、３
層
構
造
の
ユ
ウ
ソ
ウ

、プ
リ
ー
ツ

タ
イ
プ
の
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ー
」
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
の

ミ
ラ
ク
ル
ス
タ
ー
を
展
開
し
て
き
た
。
今
後
は
事
業
拡

大
の
た
め
、
さ
ら
に
高
性
能
な
品
種
を
増
や
す
方
針
だ
。

　
最
近
で
は
「
ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ー
」
に
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
を

用
い
た
品
種
を
追
加
し
、
さ
ら
に
ポ
リ
エ
ー
テ
ル
サ
ル
フ

ォ
ン
、
ポ
リ
テ
ト
ラ
フ
ル
オ
ロ
エ
チ
レ
ン
膜
や
ガ
ラ
ス
繊

維
タ
イ
プ
も
取
り
そ
ろ
え
た
。
高
価
で
流
液
が
少
な
い
濾

過
対
象
物
に
も
対
応
す
る
カ
プ
セ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
も

開
発
・
販
売
し
、
多
様
な
濾
過
材
で
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
。

大平洋特殊鋳造
　
大
平
洋
特
殊
鋳
造
の
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
テ
ク
ノ
フ
ィ
ル
タ
」
は

平
滑
な
表
面
と
テ
ー
パ
ー
形
状
の
穴
断
面
を
呈
し
て
お

り
、
金
網
の
フ
ィ
ル
タ
ー
と
比
較
し
て
洗
浄
が
容
易
で
あ

り
、
し
か
も
非
常
に
衛
生
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
電
子
ビ

ー
ム
に
よ
っ
て
穿
孔
し
、
多
様
な
形
状
に
成
形
し
た
エ
レ

せ
ん
こ
う

メ
ン
ト
は
補
強
材
を
用
い
な
く
て
も
高
い
強
度
を
持
ち
、

長
時
間
安
心
し
て
使
用
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
材
質
は
Ｓ

Ｕ
Ｓ
３
１
６
Ｌ
を
主
体
と
し
て
チ
タ
ン
や
ハ
ス
テ
ロ
イ
合

金
な
ど
も
可
能
で
あ
る
。

　
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
テ
ク
ノ
フ
ィ
ル
タ
」
は
国
内
食
品
業
界
で
４

０
０
０
個
を
超
え
る
納
入
実
績
を
持
ち
、
異
物
混
入
の
防

止
に
用
い
る
チ
ェ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
、
そ
の
安
全

性
の
向
上
に
海
外
市
場
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
近
年
は
洗
髪
剤
や
医
薬
用
軟
膏
の
製
造
ラ
イ
ン
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
。

アサヒ繊維工業
　
ア
サ
ヒ
繊
維
工
業
は
繊
維
性
特
殊
加
工
品
の
企
画
開
発

メ
ー
カ
ー
。
春
に
生
産
を
始
め
た
「
Ｍ
Ｍ
Ｆ
フ
ィ
ル
タ

ー
」
は
、
原
材
料
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
を
熱
融
解
さ
せ
、

噴
射
し
て
成
形
し
、
成
形
機
の
軸
動
の
幅
・
時
間
の
調
整

で
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
厚
み
・
長
さ
を
自
在
に
変
え
ら
れ

る
。
　

　
「
Ｍ
Ｆ
フ
ィ
ル
タ
ー
」
は
オ
レ
フ
ィ
ン
系
熱
接
着
繊
維

を
主
原
料
と
し
、
高
精
度
で
長
寿
命
、
機
械
的
強
度
や
対

薬
品
性
に
優
れ
た
高
機
能
フ
ィ
ル
タ
ー
だ
。

　
ま
た
、
同
社
は
マ
ー
カ
ー
の
中
綿
・
ペ
ン
先
・
吸
い
上

げ
芯
・
塗
装
用
や
浄
水
器
用
フ
ィ
ル
タ
ー
部
品
・
メ
デ
ィ

カ
ル
用
部
品
な
ど
用
途
に
合
わ
せ
独
自
の
加
工
を
施
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
機
能
部
品
を
製
造
す
る
こ
と
で
高
付

加
価
値
の
独
自
製
品
を
開
発
し
て
い
る
会
社
だ
。

ニチダイフィルタ
　
ニ
チ
ダ
イ
フ
ィ
ル
タ
は
創
業
か
ら

余
年
、
一
品
一
様

の
開
発
案
件
か
ら
量
産
部
品
ま
で
、
き
め
細
か
い
対
応
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
焼
結
金
網
フ
ィ
ル
タ
ー
お
よ
び
焼
結
金
属

素
材
の
開
発
、
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
石
油
・

ガ
ス
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
か
ら
化
学
・
食
品
・
医
薬
品

な
ど
国
内
外
の
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
高
い

信
頼
性
を
要
求
さ
れ
る
国
産
ロ
ケ
ッ
ト
の
各
種
部
品
に
も

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
独
自
の
拡
散
接
合
技
術
を
生
か
し
、
排
ガ
ス
処

理
・
燃
料
電
池
・
オ
ゾ
ン
分
解
の
分
野
や
積
層
エ
ッ
チ
ン

グ
材
な
ど
を
開
発
。
海
外
で
は
タ
イ
を
ア
ジ
ア
地
域
の
市

場
開
拓
拠
点
と
位
置
づ
け
、
２
０
０
８
年
「
タ
イ
シ
ン
タ

ー
ド
メ
ッ
シ
ュ
」
を
設
立
し
た
。
フ
ィ
ル
タ
ー
製
品
、
焼

結
ろ
材
の
生
産
を
開
始
、
年
々
設
備
を
拡
充
、
製
販
体
制

の
強
化
に
取
り
組
む
。

電力の増幅実現ダイヤ製トランジスタ産総研
使
用
電
力
見
え
る
化
安
価
な
電
力
計
測
器
開
発

蛍
光
変
化
で
ガ
ス
種
検
知
京
大
な
ど
新
材
料
開
発

　　 ２０１１年 平成２３年 ９月５日 月曜日 　　 （ ）

「
キ
ラ
リ
研

究
開
発
」
は

休
み
ま
す
。
次
回
は

日
掲

載
予
定
で
す
。

温
度
調
節
計
制
御

装
置
な
ど
開
発
へ

工
学
院
大

　
工
学
院
大
学
の
濱
根
洋
人

准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
東
邦
電
子

神
奈
川
県
相

模
原
市

と
共
同
で
、
温
度

調
節
計
の
制
御
装
置
と
支
援

ソ
フ
ト
の
開
発
に
乗
り
出

す
。
温
度
と
熱
を
扱
う
す
べ

て
の
産
業
機
械
に
適
用
で
き

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
で
、

省
電
力
な
新
製
品
の
開
発
を

後
押
し
す
る
。
相
模
原
市
の

新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開

発
に
関
す
る
助
成
制
度
に
採

択
さ
れ
た
。
２
０
１
２
年
４

月
の
実
用
化
を
目
指
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
電

力
不
足
で
、
現
在
、
一
般
工

場
の
小
規
模
な
産
業
機
械
も

省
エ
ネ
化
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。
工
学
院
大
が
開
発
す

る
の
は
産
業
機
械
の
ピ
ー
ク

電
力
を
制
御
す
る
温
度
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
。
温
度
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
は
半
導
体
製
造
装

置
や
液
晶
テ
レ
ビ
製
造
装
置

な
ど
の
高
度
な
産
業
機
械
か

ら
、
パ
ン
・
菓
子
焼
成
用
の

オ
ー
ブ
ン
調
理
器
な
ど
に
も

使
わ
れ
て
い
る
。
電
気
ヒ
ー

タ
ー
で
加
熱
す
る
た
め
、
電

力
消
費
が
大
き
く
、
省
エ
ネ

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
京
都
大
学
の
北
川
進
教

授
、
植
村
卓
史
准
教
授
ら
は

し

た
か

高
輝
度
光
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
、理
化
学
研
究
所
、大
阪
府

立
大
学
、
金
沢
大
学
と
共
同

で
、
ガ
ス
の
種
類
や
濃
度
を

蛍
光
変
化
で
検
知
で
き
る
新

し
い
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
材
料
を

開
発
し
た
。
大
気
中
の
ガ
ス

か
ら
二
酸
化
炭
素
Ｃ
Ｏ
２

の
み
を
識
別
し
、そ
の
濃
度

を
蛍
光
変
化
で
示
す
こ
と
に

成
功
。
有
害
ガ
ス
や
爆
発
性

ガ
ス
な
ど
の
存
在
を
人
の
目

で
迅
速
に
検
知
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
英
科
学
誌
ネ

イ
チ
ャ
ー
・
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

電
子
版
に
５
日
発
表
す
る
。

　
研
究
で
は
約
０
・
７

ナ
ノ
は

億
分
の
１

四

方
の
ナ
ノ
細
孔
の
中
に
蛍
光

分
子
を
入
れ
た
複
合
体
を
合

成
。
複
合
体
は
検
知
し
た
い

ガ
ス
だ
け
を
吸
着
す
る
よ
う

設
計
し
て
い
る
。
ナ
ノ
細
孔

に
構
造
変
化
が
起
こ
る
と
蛍

光
分
子
の
構
造
も
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
変
化
す
る
。
ガ
ス

の
種
類
や
濃
度
に
よ
っ
て
複

合
体
の
構
造
変
化
の
仕
方
が

異
な
る
た
め
、
蛍
光
分
子
か

ら
発
す
る
色
や
強
度
か
ら
吸

着
し
た
ガ
ス
の
種
類
や
濃
度

を
特
定
で
き
る
。

　
既
存
の
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
に

比
べ
再
利
用
性
が
高
く
、
多

彩
な
ガ
ス
に
対
し
て
有
効
な

こ
と
か
ら
産
業
、
保
安
、
環

境
分
野
で
の
利
用
に
有
効
と

し
て
い
る
。

住
宅
省
エ
ネ
化
カ
ギ

　
▽

「
需
要
側
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
が
今
後
重
要
に
な

る
」
と
語
る
の
は
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

Ｌ

東
京
都
千
代
田
区

社

長
の
藤
森
義
明
さ
ん
。
東
京

大
学
の
生
産
技
術
研
究
所
と

共
同
で
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の

実
証
試
験
を
始
め
た
。

　
▽

「
震
災
以
降
、
太
陽

光
や
風
力
発
電
が
重
要
な
技

術
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

変
動
が
大
き
く
巨
額
の
投
資

も
必
要
。
簡
単
に
は
い
か
な

い
」
と
か
。
だ
か
ら
こ
そ
需

要
側
の
住
宅
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用
の
あ
り
方
を
模
索
す

る
。

　
▽

共
同
研

究
で
は
「
建
物

と
機
器
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を

融
合
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
、

持
続
可
能
性
の
確
保
を
目
指

す
。
当
社
が
目
指
す
未
来
の

住
宅
に
合
致
し
て
い
る
」
と

い
い
、
共
同
研
究
に
か
け
る

期
待
は
人
一
倍
。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

は
、
世
界
で
初
め
て
電
力
の

増
幅
作
用
を
持
つ
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
製
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を

開
発
し
た
。
抵
抗
の
低
い
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
薄
膜
を
使
い
、

デ
バ
イ
ス
の
作
製
プ
ロ
セ
ス

を
工
夫
し
た
。
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
次
世
代
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

パ
ワ
ー
素
子
の
開
発
に
道
筋

を
つ
け
る
成
果
。
５
日
に
ド

イ
ツ
で
開
幕
す
る
「
第

回

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
欧
州
会
議
」

で
発
表
す
る
。

　
産
総
研
の
山
崎
聡
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
研
究
部
門
主
幹
研

究
員
ら
が
開
発
し
た
の
は
、

電
力
増
幅
が
可
能
な
バ
イ
ポ

ー
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
。
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
は
半
導
体
材
料
と

し
て
最
も
絶
縁
耐
圧
が
高

く
、
熱
伝
導
率
に
も
優
れ

る
。
つ
ま
り
高
い
電
圧
を
か

け
て
も
壊
れ
ず
、
熱
を
効
率

的
に
逃
が
す
こ
と
が
で
き

る
。
一
方
で
、
絶
縁
体
に
近

い
半
導
体
で
あ
る
た
め
に
大

電
流
を
流
し
に
く
い
こ
と
が

従
来
の
課
題
だ
っ
た
。

　
今
回
、
高
濃
度
の
不
純
物

を
添
加
し
て
欠
陥
の
発
生
を

抑
え
た
低
抵
抗
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
薄
膜
を
使
い
、
電
流
の

増
幅
率
が

を
超
え
る
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
を
開
発
し
た
。
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
半
導
体
の
バ
イ

ポ
ー
ラ
動
作
を
室
温
で
実
現

し
た
こ
と
で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
実
用
化

が
近
づ
く
。

　
◆
超
電
導
技
術
で
セ
ミ

　
未
踏
科
学
技
術
協
会
　
７

日

時
半
か
ら
東
京
都
千
代

田
区
神
田
駿
河
台
１
の
５
の

日
本
化
学
会
化
学
会
館
で

「
新
時
代
の
電
力
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
超
伝
導
の
役
割
」

と
題
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開

く
。
同
協
会
の
超
伝
導
科
学

技
術
研
究
会
会
長
の
下
山
淳

一
東
京
大
学
准
教
授
が
、
高

温
超
電
導
線
材
開
発
の
現
状

や
、
超
電
導
技
術
導
入
の
効

果
や
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に

講
演
す
る
。
定
員
は

人
。

問
い
合
わ
せ
は
同
協
会

０

３
・
３
５
０
３
・
４
６
８

１

へ
。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
の

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
低
コ
ス
ト
な
電

力
計
測
器

写
真

を
開
発

し
た
。
産
総
研
内
に
設
置

し
、
サ
ー
バ
ご
と
の
使
用
電

力
情
報
を
見
え
る
化
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
簡
単
に
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
所

や
工
場
な
ど
で
電
力
使
用
量

の
削
減
に
役
立
つ
と
い
う
。

　
開
発
し
た
電
力
計
測
器
は

１
台
で
４
点
の
同
時
測
定
が

で
き
る
。
市
販
の
電
流
セ
ン

タ
ー
と
マ
イ
コ
ン
チ
ッ
プ
で

構
成
し
た
も
の
で
、
１
点
あ

た
り
２
５
０
０
円
程
度
で
製

作
で
き
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
と
組
み

合
わ
せ
て
産
総
研
の
計
算
サ

ー
バ
室
内
に
設
置
し
た
。
計

２
４
９
点
を
計
測
し
計
算
サ

ー
バ
ご
と
に
使
用
電
力
を
見

え
る
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

短
時
間
で
構
築
で
き
た
。
工

場
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
ご

と
の
使
用
電
力
情
報
を
見
え

る
化
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し

て
応
用
で
き
る
と
い
う
。

腸
管
上
皮
幹
細
胞

大
量
培
養
に
成
功

慶
　
　
大

　
慶
応
義
塾
大
学
の
佐
藤
俊

朗
特
任
講
師
ら
は
ヒ
ト
の
細

胞
を
使
い
、
食
べ
物
の
消
化

や
吸
収
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る

腸
管
上
皮
細
胞
の
元
に
な
る

「
腸
管
上
皮
幹
細
胞
」
を
大

量
に
培
養
す
る
こ
と
に
初
め

て
成
功
し
た
。
採
取
し
た
ヒ

ト
の
腸
管
上
皮
細
胞
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
増
殖
因
子
や
阻
害

剤
な
ど
を
加
え
、
ヒ
ト
の
腸

管
上
皮
細
胞
を
培
養
で
き

た
。
今
ま
で
マ
ウ
ス
の
細
胞

の
培
養
法
と
同
じ
手
法
で

は
、
ヒ
ト
の
腸
管
上
皮
細
胞

の
大
量
培
養
は
難
し
か
っ

た
。
消
化
管
に
炎
症
を
起
こ

す
炎
症
性
腸
疾
患
な
ど
の
治

療
法
の
開
発
が
期
待
で
き

る
。
成
果
は
英
科
学
誌
ネ
イ

チ
ャ
ー
・
メ
デ
ィ
シ
ン
電
子

版
に
５
日
掲
載
さ
れ
る
。


